
「平和聖日」                                2025.8.4. 

日本キリスト教団は 8月第一主日を、「平和聖日」として、独自に教会暦に付け加えていま

す。これは広島を擁する西中国教区の発議によって 1962 年の教団総会で教団の暦に加えられ

ました。私たちは戦争の悲惨さ、戦争責任に思いを寄せ、平和を祈る礼拝を捧げています。 

昔は、剣、槍、矢、棍棒などが、生活の道具であると同時に武器でもあったでしょう。ま

た、男は護身用に剣を所持していたと思います。イエス・キリストは、最後の夜に、祭司長た

ちに襲われた時、弟子たちに言いました。そこで、イエスは言われた。「剣をさやに納めなさ

い。剣を取る者は皆、剣で滅びる。」（マタ 26:52）弟子たちはそれに従い、主イエスは捕縛されま

した。この言葉に従い、キリスト者は「不服従、非暴力」という損と思える戦い方を大事にし

てきました。従来、「目には目を、歯には歯を」と、報復が当然とされてきました。けれども、

「あなたがたも聞いているとおり、『隣人を愛し、敵を憎め』と命じられている。しかし、わた

しは言っておく。敵を愛し、自分を迫害する者のために祈りなさい。（マタ 5:43‐44）と、主イエ

スは圧倒的な言葉を述べ、赦しあい、共に生きる道を示されたのです。 

今年、日本では「戦後 80 年」となり、80年間平和に過ごしたことを覚える、一つの節目の

年となっています。昨日、「平和聖日」の礼拝を守り、午後には教会の社会委員会主催の「平和

講演会」があり、参加しました。講師は日本の安全保障について、全国の基地を実際に訪ね、

特に横浜、横須賀という地元での防衛活動について、詳細な数字のデータを示しながら解説し

てくださいました。 

日本では、戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、永久にこれを放棄する。陸海空軍そ

の他の戦力は、これを保持しない、と憲法 9条に規定しています。ところが、この規定は拡大

解釈され、自衛隊が誕生し、この予算 8.7 兆円（国の予算総額 114 兆円余の約 8％）が計上さ

れています。従来 5兆円以下でしたが、第 2次安倍政権以降、突然右肩上がりに増加したもの

です。兵器、武器などは私の想像も出来ない性能、装備、破壊力を持ってきています。最も高

い兵器は「イージスシステム搭載艦」で一隻 3920 億円、トマホーク（核兵器搭載）の 400 発

分購入費 2113 億円、設計ミスで利用不能な海自 P-1 哨戒機(340 億円)35 機配備、等々、莫大

な軍事費です。横浜の磯子、鶴見に軍艦建造、艦船修理の工場があり、鎌倉にミサイル誘導シ

ステム制作の工場があり、横浜港では軍艦の使用が増えている等、防衛産業の地元となってい

ます。県内には、自衛隊基地 4箇所、米軍基地 12 箇所があります。様々な「有事」が想定さ

れ、それに対処するというのでしょうか。狭い国土の中で、庶民の日常生活のすぐ側で、この

ような防衛が整備されています。軍事力が、本当に平和に貢献するのでしょうか。講師は国民

として防衛の現実にきちんと目を向け、平和を求めて発言するよう、勧められました。 
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